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異種の有機半導体が接する有機ヘテロ界面は、有機太陽電池をはじめとするさまざまな

有機デバイスの動作に重要な自由電荷の発生や再結合の場であり、分子レベルでの界面設

計や構造解明が広く研究されてきた。一方で、真空蒸着などで形成された有機へテロ界面で

は、界面形成に伴い秩序構造が乱れ[1]、それが界面電子準位接続にも影響する場合がある

ことが光電子分光と静電的なモデルを用いたポテンシャル計算から示唆されている[2]。こ

の界面形成時に構造が乱れる原因を解明するためにも、無秩序化した有機ヘテロ界面の局

所構造の解析が必要である。そこで、本研究では、界面構造が無秩序化すると考えられてい

る[1]フッ素化銅フタロシアニン(F16CuPc)と α-セキシチオフェン(α-6T)の界面における局所

構造を、走査型トンネル顕微鏡(STM)を用いて直接観察し、構造変化を引き起こす原因の微

視的理解を目指した。 

まず超高真空チャンバー内で Ar スパッタとアニールで清浄化した Ag(111)基板の上に、

F16CuPc の単分子層を真空蒸着で作製し、Ag の[1−21]方向に F16CuPc が秩序的に並ぶこと

を確認した[Fig. 1(a)]。次に F16CuPc分子層の上に α-6T を蒸着すると、多くの α-6T は形状を

柔軟に曲げながら F16CuPc の分子間に割込み、両方の分子が単一分子レベルで混合した無秩

序相を形成することが分かった[Fig. 1(b)]。このように、α-6T が形状を曲げて F16CuPc の分

子間に入り込むということは、α-6Tと F16CuPcの

間で強い分子間相互作用が働いているのではない

かと考えた。そこで、分子末端の官能基が水素に

なっている銅フタロシアニン(CuPc)に変えて同様

の実験を行った結果、α-6T と CuPc の相分離が生

じることが分かった[Fig. 1(c)]。さらに、α-6T の形

状柔軟性の寄与を調べることを目的として、セキ

シフェニル(6P)/F16CuPc/Ag(111)ヘテロ構造を解析

した[Fig. 1(d)]。以上の結果を合わせて、講演では

異種分子間の相互作用および分子のサイズや柔軟

性が無秩序相の形成に及ぼす影響を議論する。 
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Fig1. STM images of (a) F16CuPc monolayer, 

(b) α-6T/F16CuPc heterostructure, (c) α-

6T/CuPc heterostructure and (d) 6P/F16CuPc 

heterostructure on Ag(111). 
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